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一般部門の

勝又浩さん

学術部門の
佐藤光さん

勝
又
さ
ん

佐
藤
さ
ん
宗
幌
と
英
語
人
分
析

姫
路
市
が
5
日
に
発
表
し
た
第
2
8
回
和
辻
哲
郎
文
化
貴
の
受

賞
作
で
、
一
般
部
門
は
法
政
大
学
名
誉
教
授
の
勝
又
浩
さ
ん

（
7
7
）
＝
横
浜
市
＝
の
「
私
小
説
千
年
史
　
日
記
文
学
か
ら
近
代

文
学
ま
で
」
　
（
勉
誠
出
版
）
が
1
3
2
点
の
推
薦
の
中
か
ら
、

学
術
部
門
は
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
准
教
授
の
佐

藤
光
さ
ん
（
4
6
）
＝
東
京
都
三
鷹
市
＝
の
「
柳
宗
悦
と
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ブ
レ
イ
ク
　
環
流
す
る
膏
定
の
思
想
』
」
　
（
東
京
大
学

出
版
会
）
が
8
2
点
の
推
薦
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
た
。
・

全
国
の
大
学
や
新
聞
社
、
一

般
な
ど
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
作

晶
に
つ
い
て
、
一
般
部
門
は
梅

原
猿
さ
ん
（
哲
学
者
）
ら
3

人
、
学
術
部
門
は
鷲
田
清
二

京
都
市
立
芸
術
大
学
学
長
ら
3

人
が
選
考
し
た
。

勝
又
さ
ん
の
作
品
は
、
「
私

小
説
」
が
、
短
歌
や
俳
句
と
同

じ
ょ
う
に
長
い
歴
史
を
持
つ
民

族
文
学
で
あ
る
と
解
き
明
か
し

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。
受
賞

し
た
勝
又
さ
ん
は
「
最
近
、
自

分
の
考
え
が
文
芸
と
も
批
評
と

も
そ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
良
い

の
か
悪
い
の
か
迷
う
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
へ
今

度
の
評
価
で
、
大
き
な
励
み
に

な
っ
た
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
出

した。佐
藤
さ
ん
の
作
品
は
、
日
本

民
芸
の
良
さ
を
見
い
だ
し
た
思

想
家
・
柳
宗
悦
と
、
英
国
の
詩

人
・
画
家
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ

レ
イ
ク
に
関
心
を
持
ち
、
ブ
レ

イ
ク
か
ら
柳
が
受
け
た
影
響
を

分
析
し
た
こ
と
な
ど
が
評
価

さ
れ
た
。
佐
藤
さ
ん
は
「
英

国
と
日
本
の
図
書
館
で
関
係

資
料
を
調
査
し
、
事
実
を
一

つ
一
つ
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
本
書
が
誕
生
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
地
味
な
実
証

研
究
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
、

心
よ
り
あ
り
が
た
く
、
う
れ
し

く
思
い
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
し

た。
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勝
又
、
佐
藤
さ
ん
受
賞
喜
ぶ

和
辻
哲
郎
文
化
賞
姫
路
で
来
月
授
賞
式

姫
路
市
の
「
第
2
8
回
和
辻
哲

郎
文
化
賞
」
が
発
表
さ
れ
た
5

日
、
一
般
部
門
の
勝
又
浩
・
法

政
大
名
誉
教
授
（
7
7
）
＝
写
真
上

＝
と
、
学
術
部
門
の
佐
藤
光
・

東
京
大
大
学
院
総
合
文
化
研
究

科
准
教
授
（
4
6
）
＝
同
下
＝
が
そ

れ
ぞ
れ
、
喜
び
の
コ
メ
ン
ト
を

零
せ
た
。

同
輩
は
同
市
制
1
0
0
周
年

と
和
辻
の
生
誕
1
0
0
年
を
記

念
し
、
同
市
が
創
設
。
今
回
の

応
募
は
一
般
部
門
に
1
3
2

点
、
学
術
部
門
に
8
2
点
だ
っ
た
。

一
鹿
又
さ
ん
の
「
私
小
説
千

年
史
　
日
記
文
学
か
）
を
近
代
文

学
ま
で
」
は
、
二
流
文
学
の
よ

う
に
扱
わ
れ
て
き
た
「
私
小
説
」

が
短
歌
や
俳
句
と
同
様
、
長
い

歴
史
を
持
つ
日
本
が
誇
る
伝
統

文
学
で
あ
る
こ
と
を
解
き
明
か

し
た
。
勝
又
さ
ん
は
一
「
最
近
、

自
分
の
考
え
て
い
る
こ
と
が
文

芸
と
も
批
評
と
も
そ
れ
て
い
る

よ
う
で
迷
う
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
思
い
が
け
な
い
方
角
か
ら

評
価
を
受
け
、
大
き
な
励
み
に

な
っ
た
」
と
コ
メ
ン
ト
。

佐
藤
さ
ん
の
「
柳
宗
悦
と
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
　
環
流

す
る
『
肯
定
の
思
想
』
」
は
、

民
芸
研
究
家
で
思
想
家
の
柳

と
、
1
8
世
縄
の
イ
ギ
リ
ス
の
詩

人
で
画
家
の
ブ
レ
イ
ク
に
共
通

す
る
「
肯
定
の
思
想
」
に
つ
い

て
、
日
英
の
資
料
か
ら
検
証
し

た
。
佐
藤
さ
ん
は
「
図
書
館
を

は
い
回
る
よ
う
に
し
て
関
係
資

料
を
謁
べ
、
事
実
を
一
つ
ひ
と

つ
積
み
重
ね
た
。
地
味
な
実
証

研
究
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
う

れ
し
い
」
と
喜
び
の
声
を
蕎
せ

た。
3
月
6
日
に
市
民
会
館
（
総

社
本
町
）
で
行
わ
れ
る
授
賞
式

で
は
、
作
家
の
荒
俣
宏
さ
ん
が

「
自
然
と
文
学
」
と
題
し
て
記

念
講
演
を
行
う
。
謡
聾
者
は
往

復
は
が
き
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
6
7
0
・
8
、
5
0
1
　
姫
路

市
安
田
4
の
1
　
姫
路
市
役
所

内
姫
路
文
学
館
へ
。
定
員
7
0

0
人
で
1
9
日
締
め
切
り
。
問
い

合
わ
せ
は
姫
路
文
学
館
（
0
1

9
・
2
9
3
㌻
2
2
8
）
。
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和辻哲郎文化賞姫路市が発表

勝又浩さん、佐藤光きん受賞
私小説の伝統分析／勘案悦と英詩人比較

勝又浩さん　　　佐藤光さん

宮

子

ま

く

も

i

姫
路
市
は
5
日
、
第
2
8

回
和
辻
哲
郎
文
化
輩
の
受

賞
作
を
発
表
し
た
。
文
化

一
般
の
優
れ
た
著
作
に
贈

ら
れ
る
一
般
部
門
は
、
文

芸
評
論
家
で
法
政
大
名
誉

教
授
の
勝
又
浩
さ
ん
（
7
7
）

＝
横
浜
市
＝
の
「
私
小
説

千
年
史
　
日
記
文
学
か
ら

近
代
文
学
ま
で
」
　
（
勉
議

連
。
学
術
部
門
は
、

重
昂
大
大
学
院
総
合
文
化

研
究
科
准
教
授
の
佐
藤
光

さ
ん
（
4
6
）
＝
塞
京
都
三
鷹

や
な
ぎ
h
u
ね
・
本
し

市
＝
の
「
柳
宗
悦
と
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
　
環

流
す
る
『
止
是
の
思
想
』
」

六
重
昂
大
学
出
版
会
）
が

選
ば
れ
た
。

同
賞
は
1
9
8
8
年

度
、
姫
路
出
身
の
哲
学
者

和
辻
哲
郎
生
誕
1
0
0
周

年
を
記
念
し
て
姫
路
市
が

創
設
。
今
回
は
、
2
0
1

4
年
9
月
～
帖
年
8
月
発

刊
の
2
1
4
点
か
ら
、
哲

学
者
の
梅
原
猛
さ
ん
ら
が

審
査
し
た
。

「
私
小
説
千
年
吏
I
L

は
、
「
私
小
説
」
が
短
歌

や
俳
句
と
同
様
に
長
い
歴

史
を
持
ち
、
日
本
が
誇
る

文
学
で
あ
る
こ
と
を
多
角

的
に
解
き
明
か
し
た
。

「
柳
宗
悦
I
L
は
、
民

芸
運
動
を
起
こ
し
た
柳
宗

悦
と
英
国
の
詩
人
ブ
レ
イ

ク
の
共
通
性
を
、
比
較
文

化
論
的
に
分
析
し
た
。

授
賞
式
は
3
月
6
′
日
午

後
1
時
半
か
ら
姫
路
亜
巾

民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
。
作

家
の
荒
俣
宏
さ
ん
が
記
念

講
演
す
る
。
無
料
。
参
加
希

望
者
は
、
往
復
は
が
き
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
名
前
、

電
話
番
号
、
授
賞
式
参
加

希
望
と
書
き
、
〒
6
7
0

－
＼
8
5
0
1
　
姫
路
市
安

田
4
の
1
、
姫
路
市
役
所

内
姫
路
文
学
館
（
℡
0
7

9
・
2
9
3
・
8
2
2
8
）

へ
。
定
員
7
0
0
人
で
、
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

締
め
切
り
は
2
月
1
9
日
消

印
有
効
。
（
山
崎
史
記
子
）

，

4

端

麗

続

曇
畢
露
客
車
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勝又さん独創的な文学論

佐藤さん緻密に資料研究

視
点
や
分
析
に
高
評
価

和
辻
哲
郎
文
化
賞
発
表

姫
路
市
が
5
日
に
発
表
し

た
第
2
8
回
和
辻
哲
郎
文
化

賞
。
7
7
歳
の
ベ
テ
ラ
ン
研
究

者
の
独
創
的
な
視
点
や
、
4
6

歳
推
教
授
の
い
ち
ず
な
分
析

か
ら
生
ま
れ
た
作
品
を
、
選

考
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
高
く
評

価
し
た
。
∴
3
両
参
照
）

一
般
部
門
で
「
私
小
説
千

年
史
　
日
記
文
学
か
ら
近
代

文
学
ま
で
」
を
嘗
い
た
勝
又

浩
さ
ん
は
、
日
本
近
代
文
学

が
専
門
。
小
説
家
・
中
島
敦

の
研
究
で
、
群
像
新
人
文
学

賞
評
論
部
門
な
ど
を
受
け
て

いる。

受
賞
作
で
は
「
本
格
小
輩

に
対
し
て
櫓
下
に
扱
わ
れ
が

ち
な
「
私
小
説
」
の
ル
ー
ツ

を
、
平
安
時
代
以
降
の
日
記

文
学
、
短
歌
、
俳
句
な
ど
に

求
め
て
分
析
。
風
土
と
一
重
調

が
育
ん
だ
日
本
文
化
の
一
つ

だ
と
論
じ
た
。
ま
た
、
伊
藤

種
「
豊
箋
直
哉
ら
近
代
以

降
の
作
家
を
挙
げ
、
私
小
説

の
多
彩
さ
を
検
証
し
た
。

選
考
委
員
の
梅
原
猛
氏
は

「
大
胆
な
文
学
論
」
と
高
く

評
価
。
勝
又
さ
ん
は
迷
い
な

が
ら
評
論
を
続
け
て
き
た
と

い
い
、
「
思
い
が
け
な
い
方

向
か
ら
の
評
価
」
と
受
け
止

めた。学
術
部
門
「
柳
宗
悦
と

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク

環
流
す
る
『
肯
定
の
思
想
』
」

を
書
い
た
佐
藤
光
さ
ん
は
大

阪
市
出
身
。
京
都
大
の
卒
業

論
文
で
英
国
の
詩
人
で
画

家
、
ブ
レ
イ
ク
に
取
り
組
ん

で
以
来
、
研
究
を
続
け
て
い

る。
ブ
レ
イ
ク
の
研
究
に
い
ち

早
く
取
り
組
ん
だ
柳
宗
悦
と

対
比
し
、
両
者
の
共
通
古
老

日
英
の
詳
細
な
関
係
資
料
か

ら
明
ら
か
に
し
た
。
佐
藤
さ

ん
は
「
図
書
館
を
は
い
回
る

よ
う
に
し
て
調
査
し
た
」
と

語
り
、
地
道
な
研
究
へ
の
評

価
に
感
謝
の
言
葉
を
寄
せ

た。

和
辻
哲
郎
文
化
賞
に
選
ば
れ
た
竃
籍

堅
剛
削
開
削
闇
路
睦
説
団
開
聞
劃
嘗
詔
割
細
説
劃
既
刊
撰
－
開
脚
n
闇
勘
助
劇
劇
的
的
劇
的
的
g
g
軸
動
的
的
軸
的
軸
嗣
劇
的
的
勘
助
劃
軸
咽
咽
動
軸
的
細
田
軸
劃
動
劇
団
動
劃
劇
　
器

（
山
崎
史
記
子
）


